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数値シミュレーションを中心に、気象学の手法（数値シ
ミュレーション、リモートセンシング、観測、データ解
析など）を用いて、 基礎的な研究から応用研究まで、気
象学に関するあらゆる研究に取り組んでいます。 地学
分野に組み込まれている気象学に物理学的なアプローチ
で取り組んでいます。また、気象学の知見を社会に還元
するための研究に取り組んでいます。 加えて、研究を
遂行するために必要な基盤的なツールの開発や観測を実
施することで、気象学を通して将来の科学技術の発展に
むけた研究に取り組んでいます。

気候変動適用、大気電気学、大気汚染

気象学の推進を通した科学技術の発展
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•  大気環境において健康影響、気候変動の両面で重要な、
微小粒子状物質（PM2.5）、対流圏オゾン（O3）などの短
寿命気候強制力因子（SLCFs）について研究しています。

• 大気中の物理・化学過程を詳細に表現する大気化学輸送
モデルを用いて、SLCFs の発生源が集中するアジアを対
象に、SLCFs の動態・影響や発生源寄与を解析しています。

• 健康影響評価のために、大気化学輸送モデルと機械学習
を用いた統計モデル（Land use regression モデル）の統
合による SLCFs 濃度の高精度推計手法についても開発し
ています。
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大気環境、健康影響、気候変動

アジアにおける短寿命気候強制力因子の
動態・影響解析
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